
明治の森高尾国定公園 
公園区域及び公園計画の変更について 
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 明治の森高尾国定公園の概要 １ 

１．公園の位置  

２．経 緯 

明治百年記念事業の一環 

 「自然環境に恵まれない大都市住民に対し、森林の保護と育成を図りながら、 
自然に親しめる野外レクリエーションの場を提供する」 

■昭和42年 明治の森高尾国定公園 指定 
  

■昭和57年・平成4年 歩道計画の追加等公園計画の一部を変更 
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 明治の森高尾国定公園の概要 ２ 
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３．自然状況 

地形・地質 

○高尾山（599m）を含む山稜を主体とした構造山地 

植生・野生生物 

○暖温帯と冷温帯の中間に位置し、両植生が重なり合う。 
○人工林：スギ、ヒノキ等 
○天然林：モミ林、カシ類を主体とする常緑樹林、ブナ類を主体とする落葉広葉樹 
○豊かな植物相に伴う昆虫相の豊かさ（日本の昆虫三大生息地ともいわれる） 

文化景観 

○社寺林として守られてきた自然の歴史 
○高尾山薬王院有喜寺を中心とした山岳信仰の文化 
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 明治の森高尾国定公園の概要 ３ 
４．利用状況 



○都心からの交通の便がよく、登山初心者でも楽しめる 

○平成19年にミシュラン社が発行する日本版観光ガイドで三つ星評価 

■年間利用者数 
 平成14 年200 万人、平成21 年に400 万人を超え、 平成23 年には年間利用者数が495 万人 

■利用ニーズの多様化 
 登山、ハイキング、ピクニック、キャンプ、自然探勝（動植物、地形、地質等）、人文研究（社寺）、休
養、写生、撮影、エコツアー、トレイルランニング 

5 

 明治の森高尾国定公園の概要 ４ 

利用者は10年間で約2.5倍に 

ビーク時の山頂 
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 明治の森高尾国定公園の概要 ５ 

５．公園計画の見直しの方向性 

利用者増加 → 植生への影響 

一丁平園地 
高尾山頂～小仏城山歩道 

影響を軽減するため公園計画を見直し 



 明治の森高尾国定公園公園施設計画 
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利用施設計画（歩道） 

■計画はあるが現在整備されていない歩道の削除 （→安全面、必要性の面等） 

■現在使用されていない歩道の削除 （→人の入り込みによる裸地化を回避） 

■既存の歩道を公園計画に位置づけ （→ロープ設置や歩道整備を行う。） 

山頂 



 明治の森高尾国定公園公園施設計画 
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利用施設計画（歩道） ■植生への影響の軽減 
      （踏み入れ防止ロープ） 



 明治の森高尾国定公園公園施設計画 
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利用施設計画（歩道） ■植生への影響の軽減（木道整備） 



 明治の森高尾国定公園公園施設計画 
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保護施設計画（植生復元施設） 

■歩道から外れた立ち入りを想定した対応 （→全域に植生復元施設を計画） 
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 明治の森高尾国定公園 植生復元への対応 

■利用ルールの周知と指導 



 明治の森高尾国定公園公園施設計画 
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利用施設計画（単独施設、運輸施設） 

赤丸･･･既存の施設を公園事業に位置づけ（利用者ニーズに柔軟に対応） 

青丸･･･新規整備 

富士山等の眺望良い 
利用の分散化の効果を期待 

自然ふれあい活動（自然観察、
自然体験教室等）の拠点 
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 明治の森高尾国定公園公園区域及び規制計画 

公園区域、保護規制計画 

第３種→第１種 

公園区域：区域線の明確化（地形（変換）界→地番界等） 
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平成17年東京都調査 
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★ゴールデンウィーク、紅葉期が突出した利用集中日 



利用の状況 

• １号路への利用集中 

–他の路線の２．４倍～６．３倍 

• 稲荷山 
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